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令和 3年度 

（2021 年度） 会計管理者の取り組み実績 
＜部長の方針・考え方＞ 

法令等に基づく、適正かつ円滑な会計業務の執行 

より効率的・効果的な会計業務への見直しの推進 

 

 

具体的な取り組み： より効率的・効果的な会計業務への見直し 

 

新しい生活様式が求められる中で、今までの考え方や取り組みにとらわれない会計事務の運用

の見直しが必要となります。適正かつ円滑な支払・出納事務の執行は元より、より効率的・効果

的な審査手法の検証・検討を進めます。また、事務処理におけるミスを未然に予防・発見する仕

組みとして開始する内部統制制度を活用しながら、より適正な物品管理を目指し、効果的な管理

方法の検討を進めます。 

 

実 績 

① 適正かつ円滑な会計手続きの実施。 

＜一般会計・特別会計 収入実績 1,643,862 件 250,991,693,892 円、 

支出実績 98,597 件 245,530,338,591 円＞ 

② 適正かつ効果的な物品管理方法の整理、見直し。 

説 明 

① 新型コロナウイルス感染症対策に係る経費、給付金など緊急性の高い支出に

限らず、また社会・経済活動を阻害することのないよう、適正かつ円滑に会計

事務を遂行しました。 

② 事務処理におけるミスを未然に予防・発見する仕組みとして開始した内部統

制制度を活用し、また、物品管理規則の見直しを進めることで、物品管理の適

正化を図りました。 

 

 

 

 


